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平
成
二
十
五
年
六
月
二
十

一

日
第
三
十
五
回
患
者
講
習
会
は
、

黒
澤
病
院
の
首
藤
龍
人
先
生
を

お
招
き
し
ま
し
た
。
首
藤
先
生

は
当
院
で
月
二
回
外
来
診
療
を

担
当
し
て
お
り
、
ま
た
黒
澤
病

院
に
お
い
て
当
院
か
ら
紹
介
さ

れ
た
患
者
様
の
胃
カ
メ
ラ
や
大

腸
カ
メ
ラ
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
先
生
の
豊
富
な
ご
経
験

か
ら
、
糖
尿
病
と
癌
の
関
連
や
、

具
体
的
な
消
化
器
科
の
診
療
に

つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

     

      

黒
澤
病
院 

副
院
長 

首
藤 

龍
人 

日
本
人
の
主
な
死
因
は
悪
性

新
生
物

（
癌
）
で
す
。
年
間
約

六
十
九
万
四
千
人

（
男
性
の
５

３
％
、
女
性
の
４
１
％
）、
つ
ま

り
日
本
人
の
二
人
に

一
人
は
癌

に
な
り
ま
す
。 

日
本
人
の
デ
ー
タ
で
は
糖
尿

病
が
あ
る
と
肝
臓
癌(1

.9
7

倍)

、

膵
臓
癌(1

.8
5

倍)

、
大
腸
癌

(1
.4

0

倍)

の
リ
ス
ク
が
上
が
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
の

ほ
か
全
て
の
癌
を
併
せ
て
も
糖

尿
病
の
人
は
非
糖
尿
病
の
人
に

比
べ
て1

.2
0

倍
癌
の
発
症
率
が

高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

糖
尿
病
と
癌
を
結
び
つ
け
る

原
因
の

一
つ
は
、
糖
尿
病
の
方

で
は
イ
ン
ス
リ
ン
の
作
用
不
足

を
補
う
た
め
高
イ
ン
ス
リ
ン
血

症
や
、
イ
ン
ス
リ
ン
様
成
長
因

子(

Ｉ
Ｇ
Ｆ-

Ⅰ
：
ア
イ
ジ
ー
エ
フ

ワ
ン)

と
い
う
ホ
ル
モ
ン
の
過
剰

分
泌
が
生
じ
、

一
部
の
細
胞
増

殖
を
促
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

ま
た
高
血
糖
が
細
胞
障
害(

細
胞

内
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
傷
つ
け
て
し
ま

う)

な
ど
を
引
き
起
こ
し
、
癌
に

罹
患
す
る
リ
ス
ク
を
高
め
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

近
年
癌
全
体
の
五
年
生
存
率

(

★)

は
五
〇
％
を
超
え
る
ま
で

に
癌
治
療
は
進
歩
し
ま
し
た
。 

   

早
期
発
見

・
早
期
治
療
す
る
こ

と
で
、
癌
は
治
る
病
気
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
胃
癌
で
は
５

年
生
存
率
は
約
９
８
％
と
極
め

て
高
く
、
早
期
発
見
が
非
常
に

重
要
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。 

四
０
～
五
０
歳
代
に
多
い
大
腸

癌
も
、
早
期
癌
の
五
年
生
存
率

は
ほ
ぼ

一
〇
〇
％
で
す
が
、
癌

の
進
行
に
従
い
低
下
し
ま
す
。 
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★消化器癌の検査★ 

胃がん～ 胃内視鏡検査 

     胃バリウム  

大腸がん～ 便潜血反応 

       大腸内視鏡検査 

肝臓がん～ 肝炎ウイルス検査  

       腹部超音波検査 など          

黒澤病院 副院長 
首藤 龍人 先生 

★
五
年
生
存
率
・
・主
と
し
て
癌
に
つ
い
て
、

診
断
か
ら
五
年
経
過
後
に
生
存
し
て
い
る

人
の
比
率
を
示
し
ま
す
。
治
療
効
果
判
定
の

た
め
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
指
標
で
す
。 
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 ○ 
腹
部
超
音
波(

エ
コ
ー)

検
査 

お
腹
に
超
音
波
を
あ
て
肝
臓
、

膵
臓
、
胆
嚢
、
腎
臓
な
ど
を
検

査
し
ま
す
。
安
全
で
、
副
作
用

や
痛
み
が
あ
り
ま
せ
ん
。
体
型

に
よ
っ
て
臓
器
を
描
出
し
づ
ら

い
と
い
う
欠
点
が
あ
り
ま
す
。 

○ 

内
視
鏡
検
査(

胃･

大
腸
カ
メ
ラ) 

先
端
に
小
型
カ
メ
ラ
な
ど
を

内
蔵
し
た
細
い
管
を
口
や
鼻
、

ま
た
は
肛
門
か
ら
入
れ
て
消
化

管
内
部
を
観
察
す
る
検
査
で
、

癌
の
早
期
発
見
に
有
効
で
す
。
胃

カ
メ
ラ
は
口
か
ら
管
を
い
れ
る

経
口
内
視
鏡
と
、
鼻
か
ら
入
れ

る
経
鼻
内
視
鏡
が
あ
り
ま
す
。 

     

経
口
は
検
査
に
か
か
る
時
間
が

短
く
、
検
査
と
同
時
に
内
視
鏡

の
処
置
具
を
用
い
た
治
療
が
可

能
で
す
。
経
鼻
内
視
鏡
は
嘔
吐

反
射
が
お
こ
り
に
く
い
、
つ
ま

り
吐
気
が
出
づ
ら
く
、
ま
た
検

査
中
に
会
話
が
で
き
ま
す
。
ま

た
鎮
静
剤
を
用
い
て
眠
っ
た
状

態
で
苦
痛
な
く
内
視
鏡
検
査
を

受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

○ 
ピ
ロ
リ
菌
検
査 

ピ
ロ
リ
菌
は
胃

・
十
二
指
腸

潰
瘍
を
起
こ
し
や
す
く
す
る
細

菌
で
す
。
呼
気(
吐
い
た
息)

な
ど

で
検
査
し
ま
す
が
、
胃
カ
メ
ラ

と
併
せ
て
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
特
に
五
十
歳
以
上
に
多
く
、

日
本
人
の
ピ
ロ
リ
菌
感
染
者
は

六
千
万
人
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

飲
み
薬
に
よ
る
除
菌
が
可
能
で

潰
瘍
の
再
発
を
防
止
す
る
と
と

も
に
、
胃
癌
の
発
生
リ
ス
ク
を

三
分
の

一
に
減
少
さ
せ
ま
す
。 

  

糖
尿
病
も
癌
も
、
そ
の
発
症

と
予
後
に
生
活
習
慣
の
影
響
を

受
け
る
疾
患
で
す
。 

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
や
肥

満
対
策
、
運
動
、
禁
煙
、
節
酒

を
す
る
こ
と
は
糖
尿
病
と
癌
の

両
方
を
予
防
す
る
と
い
う
観
点

か
ら
非
常
に
重
要
で
す
。 

           

   

  

糖
尿
病
患
者 

さ
ん
の
最
近
の 

実
態
と
し
て
、 

心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
が
減
り
つ

つ
あ
る

一
方
、
癌
が
目
立
つ
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

当
医
院
で
は
、
消
化
器
専
門

の
立
場
か
ら
首
藤
先
生
や
中
村

先
生
に
御
診
療

・
御
指
導
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
腹
部
エ
コ

ー
と
胃
カ
メ
ラ
を
積
極
的
に
受

け
て
下
さ
い
。 

 

野
菜
の
お
い
し
い
季
節
に
な

り
ま
し
た
ね
。
苦
手
な
野
菜
も

調
理
法
を
変
え
る
と
お
い
し
く

食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
！ 

  

第
三
十
六
回
患
者
講
習
会
は 

平
成
二
十
五
年
十

一
月
で
す
。 

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

定定期期的的にに検検査査をを受受けけままししょょうう！！  

・ 早期診断・早期治療が大切 

・ 症状のある方はもちろん、 

症状のない方も腹部エコー検査と 

胃カメラを受けましょう。 

・ 疾患がない、ということを 

確認することも大切です。 

↑内視鏡の先に取り付け

られた処置具で病気の部

分の切除、止血や、胆石

の除去などが可能です 


